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                                      校長 上 野 精 嗣 

大きな事故もなく、生徒の皆さんが元気な姿で第２学期を迎えられたことを大変嬉しく

思います。 

この夏休み中、本校生徒の活躍に、胸が躍る日々でした。全道大会におけるソフトボール、

陸上、ソフトテニス女子団体・男子個人、卓球女子個人、剣道女子団体・個人。さらには全

国大会の舞台へ挑んだ陸上、卓球、剣道など、生徒たちの情熱と努力が輝いた素晴らしい夏

となりました。 

また、心を深く打つ出来事もありました。卓球部の生徒が全国大会へ出発する際のことで

す。朝３時５０分学校発という早朝、外はまだ真っ暗な中、２年生の仲間がお見送りに来て

くれていました。仲間の挑戦を温かく後押しする思いに触れ、本校生徒の心の温かさを誇ら

しく感じました。私たちが目にする場以外でも、こうした素晴らしい言動がたくさんあった

ことと思います。 

さて、赤ちゃんが成長していく時の姿を思い浮かべてみてください。大人がご飯を口に運

ぼうとしても嫌がり、自分の手で食べようとする時期があります。こぼしたり、手が汚れた

りと失敗することが分かっていても、自分の力でやり遂げようとするのです。 

「誰かにやってもらう」のではなく「自分でやってみたい」というのは、私たち人間の本

質です。最初は失敗するかもしれませんが、自分の力で挑戦することこそが大切な力になり

ます。人気漫画『宇宙兄弟』にも「ちょっとだけ無理なことに挑戦してこーぜ」という印象

的な言葉があります。（『宇宙兄弟』は完結しました。名言のオンパレードで挑戦する勇気を

もらえる漫画です。図書室にもありますのでぜひご一読を！） 

２学期は、新チームでの大会をはじめ、定期テストや文化祭などの行事が目白押しです。

少し大変そうに思えることも、「自分の力で挑戦してみる」「ちょっとだけ無理なことに挑ん

でみる」姿勢を大切にしてほしいと思います。学校とは本来、「安心して挑戦し、失敗から

学ぶ場所」なのですから。 

「生気」５月号で紹介した、薬師寺の大谷徹奘（てつじょう）さんの言葉を思い出してく

ださい。「顔を上げるから『面白い』、顔が下がると『面倒』になる」。目の前の出来事その

ものはひとつですが、そこに「面白い」か「面倒」かの価値づけをするのは自分自身です。

どうせ挑戦するなら、楽しい方がいいに決まっています。自分の意識ひとつで、日常の景色

は大きく変わります。ぜひ「みんなで学校を楽しく」してほしいと思います。 

失敗を恐れずに挑戦し、自らの手で物事を「面白く」変えながら、仲間とともに素晴らし

い２学期を創り上げていくことを期待しています。（第２学期始業式 校長挨拶より） 

保護者・地域の皆様におかれましても、今学期も生徒たちの挑戦を温かく見守り、変わら

ぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

さつない学園 

幕別町立札内中学校 

 

 

 

 

 

【教育目標】「生気あふれる姿勢でたくましく生きる生徒を育てる」 
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学校だより 

令和８年度 第５号 

令和 8年８月３１日(金）発行 

【さつない学園めざす子どもの姿】  「ふるさとを愛し たくましさを身に付けた子ども」   

～３つの力を磨く義務教育９年間～  自ら表現していく力   自ら学ぼうとする力   他とかかわり合う力 

「自らの手で『面白く』変えていく２学期に」 

日 曜 校内行事 校外・その他 1便 2便
体育館

開放

1 火
分掌会議

北海道シェイクアウト 16:00 × ○

2 水
前期期末テスト

専門委員会（前期反省） 16:00 17:30 ○

3 木 16:00 17:30 ○

4 金
・卓球全道カデット大会（札幌市）～６日まで

16:00 17:30 ○

5 土

・全十勝秋季大会（ソフトボール、剣道）

・北海道ジュニア陸上競技選手権大会～６日

・オーバルスピードスケート競技会１戦～６日

6 日

7 月 16:00 17:30 ○

8 火
学年会議

16:00 17:30 ○

9 水
心電図（１年生）

16:00 17:30 ○

10 木
学力テスト（３年生）

16:00 17:30 ○

11 金 16:00 17:30 ○

12 土
・全十勝秋季大会（ソフトテニス）

13 日

14 月 16:00 17:30 ○

15 火 16:00 17:30 ○

16 水
職員会議

16:00 17:30 ○

17 木 16:00 17:30 ○

18 金
まくべつ教育の日 ・北海道中学校新人陸上大会（札幌市）～２０日まで

16:00 17:30 ○

19 土
・全十勝秋季大会（サッカー、ソフトテニス）

・終日　帯広地区バスケットボール協会U14トライアウト（女バスケ）

20 日
・全十勝秋季大会（サッカー）

21 月
敬老の日 ・全十勝秋季大会（サッカー）

22 火
国民の休日

23 水
秋分の日

24 木 16:00 17:30 ○

25 金
実用英語検定 ・全十勝秋季大会（アイスホッケー）

16:00 17:30 ○

26 土
・全十勝秋季大会（アイスホッケー）

27 日

28 月 16:00 17:30 ○

29 火 16:00 17:30 ○

30 水 16:00 17:30 ○

９月の行事予定表
令和8年度　　幕別町立札内中学校 【８.３１現在】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 25日（土）26日（日）【ソフトボール部】北海道中学校女子ソフトボール大会 

ベスト８ 

一回戦 札内・札内東・帯広第八中〇9-1●北見北中学校 

二回戦 札内・札内東・帯広第八中●3-10〇石狩 SC U-15 

 

7月 28日（火）【卓球部】北海道卓球選手権大会（カデットの部）十勝予選 

【女子シングルス】五十嵐（２B）優勝 山田（２C）３位 

【女子ダブルス】五十嵐（２B）・山田（２C）優勝 

 

7月 29日（水）～31日（金）【ソフトテニス部】北海道中学校ソフトテニス大会 

【女子団体戦】初戦敗退 札内中●0-3〇岩見沢光陵中 

【男子個人戦】初戦敗退 小笠原（３C）・梶川（３B） 

 

8月 14日（金）～16日（日）【ソフトテニス部】国民スポーツ大会ソフトテニス競技北海道ブロック

予選会 

【男子個人戦】二回戦敗退 小笠原（３C）・梶川（３B） 

 

８月２０日（木）～２３日（日）【陸上競技部】第５３回全日本中学校陸上競技選手権大会 

女子 100ｍ 大石（３Ｂ） 全体 18位 予選敗退 

女子４×100ｍＲ 福田（２Ａ）、大石（３Ｂ）、軍司（３Ａ）、加藤（１Ａ） 全体 10位 

 

８月２１日（金）～２４日（月）【卓球部】第５７回全国中学校卓球大会 

【女子個人戦】谷沿（３C） 一回戦敗退 

 

８月２２日（土）２３日（日）【陸上競技部】全十勝新人中学校陸上競技大会 

【男子】 

２年 100ｍ 小山（２Ｂ）１位 

200ｍ 佐藤（２Ａ）１位 小山（２Ｂ）２位 

400ｍ 佐藤（２Ａ）１位〈大会新記録〉 下條（２Ｂ）３位 

１年 1500ｍ 穴澤（１B）５位 古田（１B）６位 

1500ｍ 國木（２Ａ）１位 

４×100ｍＲ 菊地（１Ｂ）、佐藤（２Ａ）、小山（２Ｂ）、下條（２Ｂ） ２位 

 

  夏休み中に陸上競技部の大石さん、軍司さん、福田さん、加藤さん、卓球部の谷沿來羽さんが全国大会に
出場してきました。 

華やかな結果の裏には、決して楽な道のりばかりではなく、長く険しい地道な日々があったと思います。

折れそうになる自らの心を奮い立たせ、ともに汗を流す仲間と励まし合いながら、一日一日地道な努力を重

ね続けてきました。その絶え間ない情熱と粘り強さがあったからこそ、全国という最高の舞台を掴み取るこ

とができたのだと感じます。  

そして同時に忘れてはならないのは、その挑戦の傍らに、どんな時も温かく見守り、背中を押し続けてく

れた保護者や顧問の先生、そして共に高め合った仲間の存在があったということです。自分を信じ、支え続

けてくれた人々への「感謝」を力に変えて堂々と挑んだその姿は、結果以上の価値を持ち、私たち全校生徒

や教職員の心にも大きな勇気と深い感動を与えてくれました。 

高い壁に挑み、やり遂げたみなさんの経験は、学校全体の誇りであり、これから新たな一歩を踏み出すみ

んなにとっても大きな道標となったはずです。 

  
30日間の夏休みを終え、いよいよ 1年で一番長い 2学期がスタートしました。久しぶりに皆さんの元

気な顔が揃い、とても嬉しく思います。 
この 2学期には、期末テストや文化祭、職場体験、 

そして十勝子ども大会など、さまざまな行事が予定さ 
れています。 
行事が多い 2学期ですが、大切にしてほしいのは、 

毎日の学校生活です。朝のあいさつ、授業への取組、 
友達との何気ない会話、係や委員会の仕事など、一日 
一日の積み重ねが学校生活をつくっています。 
長い 2学期だからこそ、調子のよい日もあれば、 

少し疲れたり、思うようにいかなかったりする日もあ 
ると思います。そんな時は無理をせず、周りの人に声 
をかけたり、時には立ち止まったりしながら、自分 
のペースを大切にしてください。 
一日一日を大切に過ごし、2学期の終わりに「いい 

学期だった」と振り返ることができるよう、一人一人 
が自分らしく、充実した学校生活を送ってくれること 
を願っています。 

 

  ８月３１日（月）～９月２９日（火）の期間で、保健体育科の廣澤
先生、数学科の清重先生、家庭科の清水先生が実習に来ています。実

習期間中、実習生は授業観察や研究授業をはじめ、朝の会や給食、清

掃活動、行事準備、部活動など、学校生活のさまざまな場面で生徒た

ちと深く関わりながら、実践的な指導技術や教師としての資質を学ん

でいきます。 

若い情熱を持った先生方との交流は、生徒にとっても新鮮で良い刺

激となる機会です。教職員一同、万全の体制で指導・サポートしてま

いりますので、保護者の皆様におかれましても、温かく見守っていた

だけますようご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 


